嵯峨流庭古法秘伝之書

１、大意

夫、天竺に山水を作り始める事、摩何陀国、浄飯大王の御子、悉多太子御出家の御望み深く、王宮を出させ給ふべきよし。大王聞し召、太子の御心を慰め、留奉るよふにと宣旨なり、公卿詮議有て申されけるは太子の御心を慰め留奉らんには山水に過じとて四面に四季の有り様を作らせられけり、東は春の景色、南は夏、西は秋、北は冬の有り様を作らせ給ひけり、是則、天竺山水の始めなり。

２、地取りの図

山水の作り様、坪の広さ多少ありとも、地図の図を以て作るべし、又、真行草に依て山も島もなき事あり、石ばかり堅るとも図を以て石を堅べし、横へ如何程長く奥へ如何程深くとも此の図を以て斗ふべし。

３、九字の石組み

山水の作り様、公卿、武家、寺社、皆、同事なり、然りといへとも武家の山水少し伝あり、石を四堅五横にすへるなり、是則九字の心なり、怨敵、悪魔を防ぐ儀なり、長く欠けたる石、片さがりなる石、戸板の如く横立たる石は四堅五横の石にあらず、か様の石は何れも添石の分なり、堅石四つ、平石五つすへるなり、堅ず臥せざる石は堅横の石にあらず、能能分別あるべし

４、山水堅石には三忌五禍（ワザワイ）とて嫌ふ事あり、三忌とは一には家の旨を切石なり、長石を端より奥へ立て、其家の棟に違ふなり、尤、山谷奥には苦しからず、二には主人島の前に角ありてすはらざる石なり、三には客人島の前に面欠けたる石を堅る事なり、五禍とは一には根元弱く、堅て頂き太くして地際小き石なり、二には二神石を堅ざるなり、三には礼拝石なきなり、四には滝口有て水はきなきなり、五には守護石を堅ざるなり、是皆不吉なり

５、山水正面の奥に三尊石を堅る、是則主人守護石と言うなり、石の後に築山、木を植、又、三尊石の外に蓮花石あるべし、此石は事により有無不定なり、又、堅たるもその数不定なり、是は作者の心得にあるべし。
６、山水左右の方、奥の高山に不動石、童子岩、虎渓石、豹陰石、是は左にあり、山頂石、霧隠石、嶺脚石、又、山路に行路石、遊山石、道居石、是は右にあり、吐景石、是は左の山頂に有石なり、山水石の多少は真行草に寄て定りがたし、また、山間二島に上座石、木の下にあり、是は別て秘石なり。
７、山水の左右に必、二島あり、右に有は客人島と言、客拝石、対面石、履脱石、鴎宿石あり、左に有は主人島と言、腰息石、安居石など言石あり、其外副石はあれども数にいらざるなり。

８、山水の正面に三尊石有、其前に必、礼拝石有、石に寄て二ツ三ツすへる事有、三尊石の後に山有べし、山なければ木有べし。

９、山水の中央に蓬莱山有べし、蓬莱山は亀形なる故、亀頭石、両手石、両脚石、尼崎の石有べし、此堅様尤大事なり、此島を中島と言、必、松を植えるなり、若、松なければ亀形の石をすへるなり。

１０、山水滝口に必、不動石有、此石を滝副の石とも言、其左右に童子石を堅るなり、或は二ツ、四ツ、八ツ、是則二童子、四童子、八童子の意なり、不動石の下に石座石有、則不動明王は大盤石に座し給ふ故か、此石も有無不定なり。

１１、山水前の両端に二神石を堅べし石の形に寄て二ツ、三ツ副石をする事あり、作者の心得に有べし、滝口に滝副石、水請石、水分石など言石あり、分別して堅べし、惣て滝口は山水の一大事なり。

１２，山水川裔に水難石、波受石、水受石、水禦石、木葉返しの石など言石あり、分別あるべし

１３，山水に二祥三吉と云有、二祥とは一に東南西の庭、二には滝口の後に高山、大木有なり、三吉とは一に主人島に安居石を堅て是を賞愛す、二には砂を蒔なり、三には中島或は主人島に松を植えるなり。

１４，山水ため池にても滝口水吐きの形を作るべし、是作者の肝要なり。

１５，山水吹上島、流れ、汐浜の心も有るなり、此浜には堅石なし、汐干潟、流れ洲、何れも石なし、又、入水のほとりに芦、杜若、菖蒲など植えるなり。

１６、律呂の石堅様の事、律は能くすはり、欠たる所へは副石堅、弱き所にも石を堅添て威儀具足するを律と言、呂とは一ツづつ二所三所に堅るを呂と言なり、巳に人間仁義礼智信を弁へと其如くするを律義者と言、五常に欠て片落たる物呂なる人と云如くなり、仮令石一つなりとも其形能く居りたれば律なり。

１７，四石四花、一石一木草とて嫌ふこと有、四石とは石四ツ堅ず、四花とは花咲木四本植す、一石とは仮令能き形の石なりとも一ツ堅ず、副石をすべし、一木一草とは小庭にても木一本、草一ト本植ず、但、一石は大庭などは数石有故苦しからず。

１８，本所離別とて嫌ふ事有、深山に育物を水辺に植ず、水辺に育物を山に植ず、又、枯木、冬木正面に植ず、冬木とは冬葉落る木の事なり、紫竹は娥星女英の涙より染と云事なり。

１９、芭蕉主人島に植ず、又、紫竹も植ず。

２０、植木の類、栢、楓、山梔子（クチナシ）、山に有なり、俊櫚、南天、槙、柏、五葉松、芙蓉、銀杏、伊吹、黄梅、躑躅類島に有、椿、白檀、杉、柊樔、石南花、椎類岸又山に有、芝蘭、紫苑、菊、芍薬、石蕗の類谷間に有、大本、丁子、沈丁花、百合、藤の類山路に有るなり。

２３，石灯籠のすへ所作意品々有、高さに依て伝ありといへども強て寸尺にかかわらず、庭の広狭によりて見合べし、火影泉水へ移すなり、灯籠の柱四角なれば正面に見せて風情宜からず、少し背けて置ば見よかるべし。

２４，往古貴人高位の山水を作り給ふ御人々には文徳天皇の山水は太政大臣良房卿の御作なり、宇多天皇昌秦三年御出家有て後、亭子院に移らせ給ふ、其時の山水は寛平法親王の御作なり、白河院の御時、新宮の山水は権大納言能信公の御作なり、太政入道福原の新内裏の山水は大蔵大輔喜盛の作り、後深草院の御子禅林寺殿御出家有て東山の山荘に山水を構へ給ふ、仁和寺菩薩院僧正心遍の御作なり、嵯峨天龍寺、西芳寺の山水は夢窓国師の御作なり、其外古より貴人高位の山水作り給ふ事幾千万とかや、か様の御人々山水を作り給ふ時、河原者普請を仕るなり、然るに鍛練して田舎へ下りて山水を作り始るなり、田舎の人々山水は河原者などの所作と心得ること愚なり、何として河原者内典外典より出たる深理を知るべきや、仮令田舎に作り有とも、貴人高位の御人々下りて作り給ふ事なし、唯、河原者石名五六七聞覚て夫を至極して田舎に作り置程に山水の見様さへも教へ知らする事なき故、山水には何れも習も法式もなき事と心得て面に庭を作りて石を立、木を植て、善悪を批判し語りあへし、是非とも是僻言なり、何ぞ況や三国は云に及ず、欲界天上に至迄、嗜愛有山水に法式なかるべきか、心得べき事なり。

２５，山水見様は先、客見物の時、客島に手をかけ、石の前に踞り右の手をつき、扨主人石の前にて左の手をつき何となき体にて見物し、又、礼拝石へ右の手をつき、中島より守護石を見、夫より滝口など次第に見終りて又客人石に左の手をつきて後退くなり。

２６、山水は諸仏影向の蓮台とする故に何れの悪き方にも作りて苦しからず、山水は則其云えの守護となる故、不浄をかくべからず、猶も地神を祭りて吉祥にすべし、然りと云へども山水の法式をも知らず、唯、推量に石を立、木を植などして守護にはなるべからず、能々心得べき事なり。

